








































































































ては用紙に記入する方式をとり，クラス 3 ～ 5 は受講登
録人数が多いことから，e-Learning システムを利用し，
Web アンケート方式をとった．数学的基礎能力テストは
第 2 回講義時の授業開始前に行った（10 点満点）．確認テ
ストは，統計的推測の基盤となる確率（10 点満点）と確率


















52.17%，クラス 5 は 61.84% であった．クラス１～３は文











て選択肢から 1 つ選んでもらった．その結果は図 1 のと




















である．図 4（得意科目）から，クラス 4 は数学が得意で
ある割合が他のクラスに比べて最も高く，クラス 1 とク
ラス 2 は他の科目に比べると，数学が得意である割合が
高かった．図 5（不得意科目）から，クラス 3 は数学が不
得意である割合が他のクラスに比べて最も高かった．ク
ラス 1，クラス 2，クラス 5 の数学が不得意である割合は
同程度であった．
　図 6 は高校数学の履修状況を集計したものである．数




いるものとする．高校 1年生で履修する数学 I，数学 A の
みの割合は低く，どのクラスも数学 I，数学 A，数学 II，数
学 B まで履修している割合が高かった．クラス 4 は理系
の割合が高いため，数学 III，数学 C まで履修している学
生の割合が高かった．
　各クラスで数学の基礎能力がどの程度あるかを調べ
表 2 ： 集計結果 （文理別）
図 1 ： クラス別の受講理由
図 2 ： クラス別 「統計」 を学ぶ意欲の有無
図 3 ： クラス別 「統計」 の関心の有無
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意水準α =0.05 より小さくなるのは，クラス 1・2とクラ
ス 4・5 のすべての対（クラス 1 とクラス 4，クラス 2 と












図 4 ： 得意科目
図 5 ： 不得意科目
図 6 ： 高校数学の履修状況
図 7 ： クラス別の学力テストの結果 ( 左 ： 基礎， 中 ： 確率， 右 ： 確率分布 )
表 3 ： 数学的基礎力テストと確認テスト （確率 ・ 確率分布） の結果
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比較を行った結果，調整 p 値が有意水準α =0.05 より小
















相関係数である．クラス 1 とクラス 5 は基礎と確率，確
率分布が中程度の正の相関，クラス 2 では基礎と確率分
布が中程度の正の相関，クラス 3 とクラス 4 は確率と確
率分布で弱い正の相関があることがわかった．











ム法の 2 つの方法で確かめた（表 6）．表 5 より，テスト間





























表 4 ： クラス別学力テストの相関係数
表 5 ： テスト間の比較
（対応有の 1 元配置分散分析とフリードマン検定の結果）
表 6 ： クラス 1， 2， 3 における多重比較の結果
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図 8-2 ： クラス 4， 5 におけるテスト間の比較 （左 ： 箱ひげ図， 右 ： 平均プロット）
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クラス 1 とクラス 5 について，基礎テストと確率・確率
分布テストの相関はクラス 4 に比べると高く，確率テス
トと確率分布テストの相関は他のクラスに比べると低
かった．クラス 3 はクラス 4 の相関と近い傾向がみられ
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　　 （a） 315         （b） 1764       （c） 9992
確認テスト （確率と確率分布の問題）
（1） 1 から 100 までの番号をつけた 100 枚のカードから，
　　1 枚を抜き出すとき， その番号が 4 または 6 で割り
　　切れる確率はいくらになるか．
（2） ４通の手紙を３つのポストに入れる方法は何通りか．
（3） ある製品を製造する工場 A，B があり，A 工場の製
　  品には２%，B 工場の製品には３% の不良品が含ま
　  れているとする．これら A 工場の製品と B 工場の製
　  品を５：３の割合で混ぜた大量の製品の中から１個
　   取り出すとき，次の確率を求めよ．
　  （ア）取り出した１個が不良品である確率を求めよ．







　  たときの白のカードの数を X とする．確率変数 X の




　　６x 2 － x － 12
（2） 次を計算せよ．






（4） 次の方程式から x  の値を求めよ．
　　６x 2 － x  = 12














（9） 仕入れ値の 4 割増しで定価をつけた品物を，定価の 
　　2 割引で売ったので，利益は 600 円になった．この品
　　物の仕入れ値はいくらか．
（10） 次の数を，切り捨て ，切り上げ， 四捨五入の 3 つの
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The relationship between with basic academic skills of
mathematics and understandings of probability and statistics: 
the comparative analysis of in our charge of subjects
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Abstract
　In this paper, we consider how statistics teachers should take care so as to attain a university student's 
purpose of learning to statistics. We show how beginners of learning to statistics have consciousness of 
statistics before a beginning of the lecture for each class. We clarify the relationship between basic academic 
skills of mathematics and understandings of statistics using Correlation analysis and Multiple comparison. 
We carry out the questionnaire survey. By these questionnaire survey, we investigate the attribute, favorite 
subjects, the reason that take statistics lecture, and history of studying mathematics when university 
students were high school students. Moreover, we compare basic academic skills of mathematics and the 
comprehension of statistics and probability in  each  class. We find out how scores of  these  tests are affected 
by their skills, understandings, and consciousness.

